


















ごあいさつ

第15回日本老年麻酔学会を開催するにあたり、 一言ご挨拶申し上げます。

本学会の開催地は、 第1 1回大会から東京を離れて西のほうへ移動していき

ましたが、 今回は一転して北に向かい、 平成 15年 1月25日に盛岡でお世話さ

せていただくことになりました。

老年の定義はいまだはっきりしませんが、 高齢者の麻酔件数が飛躍的に増

加していることはまぎれもない事実であります。 件数の増加とともに、 麻

酔・手術の内容もますます高度化しており、 我々麻酔科医にとり老年麻酔は

非常に重要な分野になりつつあります。 過疎、 県民の高齢化が深刻化してい

る岩手の地で、 会員の皆さまに老年麻酔の問題を討議していただくのも意義

のあることと思っております。

今回は22題の一般演題のご応募をいただきました。 この中から、 老年患者

の問題とともに老年麻酔科医の問題を取り上げた浅山先生の演題は、 「私の

提言」としてご発表いただくことになりました。 また、 特別講演は岩手医科

大学脳神経外科の小川 彰先生に、 脳神経外科手術 一高齢者の特殊性ーと

題して講演していただくことにしております。 脳外科疾患の多い北東北でも

岩手医大では特に数多くの脳外科疾患患者の治療が行われております。 その

経験をもとに老年層の脳外科手術の特殊性を語っていただきます。

1月の盛岡の寒さは相当に厳しいですが、 例年は積雪もなく、 カラリと晴

れた青空の下、 岩手山をはじめ、 雪を抱いたまわりの山々の美しい景色を楽

しむことができます。 学会の後は、 温泉、 スキ ー など、 東北の自然を堪能し

ていただければと思います。
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